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二
〇
二
三
年
は
日
加
関
係
に
と
っ
て
意
義
深
い
年
だ
。
一
九
二
八

年
一
月
、
日
加
両
国
政
府
は
外
交
関
係
樹
立
に
合
意
。
今
年
は
九
五

周
年
だ
。
同
年
七
月
オ
タ
ワ
に
日
本
公
使
館
が
設
置
さ
れ
、
後
に

一
五
代
将
軍
慶
喜
の
孫
に
あ
た
る
徳
川
家
正
が
初
代
特
命
全
権
公

使
に
就
い
た
。
こ
の
頃
カ
ナ
ダ
は
大
英
帝
国
の
自
治
領
。
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
に
よ
っ
て
名
実
と
も
に
主
権
国
家
と
な
っ
た

一
九
三
一
年
以
前
に
カ
ナ
ダ
が
外
交
使
節
を
交
換
し
て
い
た
の
は
、

日
米
英
仏
の
四
ヵ
国
だ
け
で
あ
り
、
日
加
関
係
は
主
権
国
家
カ
ナ

ダ
の
歴
史
そ
の
も
の
と
重
な
る
。
日
加
の
最
初
の
出
会
い
は
さ
ら

に
古
く
、
外
交
史
料
館
の
資
料
に
よ
れ
ば
一
八
三
三
年
、
和
歌
山

の
漁
師
三
兄
弟
、
岩
吉
、
久
吉
、
音
吉
が
漁
に
出
て
嵐
に
遭
い
、

今
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
海
岸
に
漂
着
し
、
地

元
民
に
救
わ
れ
た
。
今
年
は
そ
の
一
九
〇
周
年
に
あ
た
る
。

　

歴
史
の
挿
話
を
も
う
一
つ
。
カ
ナ
ダ
人
の
初
訪
日
は
カ
ナ
ダ
建

国
か
ら
六
年
後
の
一
八
七
三
年
（
今
年
は
一
五
〇
周
年
）。
メ
ソ
ジ

ス
ト
教
会
の
宣
教
師
コ
ク
ラ
ン
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
二
人
だ
。
彼

ら
は
後
に
私
立
学
校
を
設
立
し
、
女
子
校
は
現
在
の
東
洋
英
和
女

学
院
に
、
男
子
校
は
麻
布
高
校
に
発
展
す
る
。
麻
布
は
橋
本
龍
太

郎
と
福
田
康
夫
の
二
人
の
総
理
大
臣
を
世
に
出
す
。「
赤
毛
の
ア
ン
」

の
翻
訳
者
、
村
岡
花
子
は
東
洋
英
和
の
出
身
だ
。
カ
ナ
ダ
と
日
本

と
の
間
に
あ
る
深
く
豊
か
な
歴
史
的
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
。

　

日
本
と
カ
ナ
ダ
は
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
等
々
の
基

本
的
価
値
を
共
有
し
、
互
い
に
大
切
な
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

と
も
に
Ｇ
７
、
Ｇ
20
、
包
括
的
・
先
進
的
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

駐
カ
ナ
ダ
大
使

山
野
内
勘
二

や
ま
の
う
ち　

か
ん
じ　
一
九
八
四
年
外
務
省

入
省
。
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
長
、
報
道
課
長
、

北
米
第
一
課
長
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
ア

ジ
ア
大
洋
州
局
参
事
官
、在
米
国
大
使
館
公
使
、

経
済
局
長
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事

館
総
領
事
・
大
使
。
二
二
年
よ
り
現
職
。

日
加
関
係「
新
し
い
章
」へ
の
進
化

―
―
高
ま
る
地
政
学
的
戦
略
性

カ
ナ
ダ
が
打
ち
出
し
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
は
日
本
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
と

親
和
性
が
高
い
。
ま
た
黒
鉛
や
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
重
要
鉱
物
、

さ
ら
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
積
極
的
な
開
発
戦
略
は
、

カ
ナ
ダ
の
地
政
学
的
な
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。

日
加
関
係
の
新
た
な
可
能
性
を
、
駐
カ
ナ
ダ
大
使
が
読
み
解
く
。
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Ｐ
Ｐ
）、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
そ
の
関
係
は
良
好
に
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
二
一
世
紀
。
現
下
の
国
際
情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
、
度
重
な
る
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
南
シ
ナ
海
・

東
シ
ナ
海
で
続
け
ら
れ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
爆
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
危
う
い
一
面
を
晒
し
た
。

地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
の
現
実
的
脅
威
。
ハ
イ
テ
ク
が
政
治
・
経

済
・
市
民
生
活
そ
し
て
軍
事
に
及
ぼ
す
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
複

雑
だ
。
民
主
主
義
国
家
で
は
、
そ
の
根
幹
で
あ
る
自
由
が
偽
情
報
な

ど
の
挑
戦
を
受
け
、
分
断
の
火
種
に
な
る
逆
説
的
現
象
も
起
こ
る
。

　

日
本
が
平
和
と
安
定
と
繁
栄
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
日
米
同
盟

を
一
層
強
化
し
つ
つ
も
、
友
好
国
と
の
関
係
強
化
が
待
っ
た
な
し
の

課
題
だ
。
そ
の
意
味
で
、
日
加
関
係
は
歴
史
的
な
機
会
を
迎
え
て
い

る
。
日
加
関
係
の
可
能
性
と
潜
在
力
を
論
考
す
る
。

資
源
大
国
カ
ナ
ダ
の
実
像

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
際
法
違
反
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
国
際
情
勢
を
一
変
さ
せ
た
。
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
明
日
の
ア
ジ
ア
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
も
Ｇ
７
各
国
と
連
携
し
て

厳
し
い
対
ロ
シ
ア
制
裁
を
課
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な

副
作
用
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
肥
料
生
産
に
不
可
欠
な
塩
化
加
里
。

日
本
は
全
量
を
輸
入
に
頼
る
が
、
制
裁
の
影
響
で
全
体
の
約
三
割
を

占
め
て
い
た
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
の
輸
入
が
止
ま
る
。
こ
の

不
足
分
を
補
わ
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
肥
料
不
足
と
な
り
農
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
こ
で
浮
上
す
る
の
が
、
輸
入
の
約
六

割
を
占
め
て
き
た
カ
ナ
ダ
だ
。
不
足
分
の
供
給
を
現
実
に
期
待
し
得

る
国
は
カ
ナ
ダ
だ
け
。
ま
さ
に
「
困
っ
た
時
の
友
が
真
の
友
」
で
あ

り
、
官
民
あ
げ
て
対
処
し
て
い
る
。

　

国
際
社
会
が
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
半
導
体
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
状
況
に
直
面
す
る
な
か
、
特
に

カ
ロ
リ
ー
・
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
が
三
八
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
が
一
三
％
と
い
う
日
本
の
現
実
を
考
え
る
と
、
約
二
五
〇
％
の
食

料
自
給
率
と
約
一
九
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
誇
る
カ
ナ
ダ
の

大
切
さ
は
論
を
俟
た
な
い
。
基
本
的
価
値
を
共
有
し
、
国
内
が
安
定

的
で
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
が
極
め
て
低
い
資
源
大
国
カ
ナ
ダ
の
重

要
性
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
と
日
加
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
は
今
、
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
大
き
く
転
換
さ

せ
て
い
る
。
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
大
西
洋
と
の

結
び
つ
き
が
強
い
が
、
現
下
の
地
政
学
的
な
情
勢
を
見
据
え
、
イ
ン

ド
太
平
洋
戦
略
を
策
定
し
た
の
だ
。
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二
〇
二
二
年
一
一
月
二
七
日
、
ジ
ョ
リ
ー
外
相
ら
四
閣
僚
が
イ
ン

ド
太
平
洋
へ
の
玄
関
口
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
共
同
記
者
会
見
し
、
カ
ナ

ダ
政
府
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
た
。
直
後
に
は
ア

ナ
ン
ド
国
防
大
臣
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
別
途
会
見
。
カ
ナ
ダ
政
府
の
意

気
込
み
が
伝
わ
る
。
カ
ナ
ダ
は
太
平
洋
国
家
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
安
全
保
障
、
経
済
、
人
物
文
化
交
流
、
気
候
変
動
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
五
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
向
こ
う
五
年
間
で
二
三
億
加
ド
ル

の
追
加
投
資
を
行
う
と
表
明
し
た
。

　

中
国
に
関
し
て
は
「
一
層
問
題
を
引
き
起
こ
す
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ

ワ
ー
（an increasing disruptive global pow
er

）」
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
が
中
華
人
民
共
和
国
を
承
認
し
、
国
交
正
常

化
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
一
〇
月
で
、
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
の
電

撃
的
な
中
国
訪
問
（
七
二
年
二
月
）
に
先
ん
じ
る
。
中
国
と
の
関
係

改
善
は
、
当
時
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
首
相
（
ト
ル
ド
ー
現
首
相
の

父
）
が
掲
げ
た
「
カ
ナ
ダ
国
民
の
た
め
の
外
交
政
策
」
の
核
心
で
あ

り
、
対
米
追
随
で
は
な
く
独
自
外
交
の
象
徴
だ
っ
た
。
し
か
し
現
在

の
戦
略
に
関
連
し
て
ジ
ョ
リ
ー
外
相
は
、「
二
〇
二
二
年
の
中
国
は

一
九
七
〇
年
の
中
国
と
は
違
う
」
と
喝
破
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
際
に

も
、
中
国
は
法
の
支
配
、
民
主
主
義
、
人
権
と
い
っ
た
基
本
的
価
値

を
共
有
し
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認

識
し
て
行
う
べ
き
と
指
摘
。
気
候
変
動
な
ど
の
協
力
す
べ
き
分
野
で

は
協
力
す
る
が
、
競
争
す
べ
き
分
野
で
は
競
争
し
、
言
う
べ
き
こ
と

は
断
固
と
し
て
言
う
と
断
言
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
戦
略
は
、日
本
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
と
も
整
合
的
で
、

両
国
で
協
力
す
べ
き
多
く
の
取
り
組
み
を
含
む
。
二
二
年
一
〇
月
に

日
加
両
外
相
が
共
同
発
表
し
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

に
資
す
る
日
加
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
は
、
①
法
の
支
配
、
②
平
和

維
持
活
動
、
平
和
構
築
お
よ
び
人
道
支
援
・
災
害
救
援
、
③
健
康
安
全

保
障
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
、
⑤
自
由
貿
易
の
促
進
お
よ
び
貿
易
協
定
の
実
施
、
⑥
環
境
お
よ

び
気
候
変
動
、
の
優
先
六
分
野
で
の
行
動
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、日
加
情
報
保
護
協
定
。
米
国
の
同
盟
国
で
あ
り
フ
ァ
イ
ブ
・

ア
イ
ズ
の
一
角
で
も
あ
る
カ
ナ
ダ
と
の
一
層
の
協
力
進
展
を
担
保
す

る
も
の
で
、
近
々
の
正
式
交
渉
が
期
待
さ
れ
る
。
次
に
、
北
朝
鮮
の

瀬
取
り
監
視
へ
の
カ
ナ
ダ
海
軍
艦
船
の
参
加
だ
。
加
海
軍
は
太
平
洋

側
で
保
有
す
る
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
五
隻
の
う
ち
二
隻
を
東
シ
ナ
海
を
含

む
日
本
の
海
域
に
同
時
派
遣
。
今
後
は
大
西
洋
側
の
七
隻
か
ら
一
隻

を
追
加
派
遣
す
る
方
針
だ
。
行
動
が
力
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示

す
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

を
実
現
し
て
い
く
重
要
な
枠
組
み
で
、
現
在
英
国
の
加
入
交
渉
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
高
い
基
準
を
維
持
し
、
戦
略
的
価
値
を
強
化

す
る
。
さ
ら
に
、
地
政
学
的
重
要
性
を
増
す
北
極
地
域
で
の
協
力
も
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新
た
な
課
題
だ
。

日
加
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
「
カ
ナ
ダ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

　

二
〇
二
二
年
九
月
、
今
や
北
米
第
三
の
都
市
ト
ロ
ン
ト
で
日
本･

カ
ナ
ダ
商
工
会
議
所
協
議
会
の
合
同
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
、新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

両
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
が
議
論
す
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
食
料
安
全

保
障
と
い
う
テ
ー
マ
別
の
三
つ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
元
外
相
の
カ
ナ
ダ

商
工
会
議
所
ペ
リ
ン
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
会
頭
の
洞
察
力
に
富
む
進
行
ぶ

り
で
、
最
前
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
、
行
政
・
学
界
の
関
係
者
も
交

え
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
共
同
声
明
も
作
成
さ
れ
、
カ
ナ

ダ
側
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
デ
ッ
カ
会
長
（
カ
ン
ポ
テ
ッ
ク
ス
元
社
長
）、

日
本
側
は
安
永
竜
夫
会
長 

（
三
井
物
産
会
長
）
が
署
名
、
イ
ア
ン
・

マ
ッ
ケ
イ
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
と
私
が
立
ち
会
っ
た
。

　

そ
の
翌
月
、
未
来
志
向
の
象
徴
的
な
投
資
案
件
が
発
表
さ
れ
た
。

三
井
物
産
に
よ
る
Ｎ
Ｍ
Ｇ
社
の
転
換
社
債
二
五
〇
〇
万
米
ド
ル
の
引

受
け
だ
。
本
件
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ナ
ジ
ー
社
の
電
気
自
動
車
用
電

池
事
業
の
一
環
。
Ｎ
Ｍ
Ｇ
社
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
・
マ
タ
ウ
ィ
ニ
ー
鉱

山
で
黒
鉛
を
採
掘
し
、
水
力
発
電
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

精
錬
し
、
電
気
自
動
車
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
原
料
か
ら
負
極

材
ま
で
北
米
で
一
貫
生
産
す
る
デ
モ
・
プ
ラ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
、
数

年
後
の
量
産
を
計
画
し
て
い
る
。
温
暖
化
ガ
ス
の
二
五
％
は
運
輸
部

門
か
ら
の
排
出
だ
か
ら
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
は
未
来
の
自
動

車
市
場
の
カ
ギ
だ
。
そ
の
核
心
が
電
池
で
あ
り
、
製
造
に
は
黒
鉛
や

リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ミ
ネ
ラ
ル
（
重
要
鉱
物
）
が
不

可
欠
だ
。

　

こ
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
カ
ナ
ダ
政
府
が
二
二
年
一
二
月

に
発
表
し
た
「
重
要
鉱
物
戦
略
」
だ
。
そ
の
核
心
に
お
い
て
、「
重

要
鉱
物
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
電
気
自
動
車
用
電
池
な
ど
の
ク

リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
素
材
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
産
階
級
の

雇
用
を
創
出
し
、カ
ナ
ダ
経
済
を
成
長
さ
せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

世
界
的
な
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
経
済
へ
の
移
行
と
重
要
鉱
物
の
需
要
増
大

は
カ
ナ
ダ
の
雇
用
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
大
き
な
機
会
を
生
ん
で
お

り
、
歴
史
的
に
重
要
な
先
住
民
と
の
和
解
に
も
資
す
る
。
現
在
の
地

政
学
的
な
情
勢
下
、
同
志
国
は
ク
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
必
要

不
可
欠
な
安
全
で
安
定
的
な
資
源
確
保
を
求
め
て
お
り
、
カ
ナ
ダ
政

府
は
、
野
心
的
な
気
候
変
動
対
策
の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
に
貢
献

す
る
。
そ
の
た
め
、
二
二
年
度
連
邦
予
算
か
ら
最
大
で
三
八
億
加
ド

ル
（
約
三
八
〇
〇
億
円
）
を
拠
出
」
と
明
快
だ
。

　

実
は
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
一
月
二
日
、
カ
ナ
ダ
投
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資
法
に
基
づ
き
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
重
要
鉱
物
に
関
与
す
る
中
国
企
業

三
社
に
対
し
投
資
売
却
命
令
を
出
し
た
旨
を
発
表
し
た
。

　

重
要
鉱
物
は
、
ま
さ
に
地
球
温
暖
化
対
策
と
経
済
安
全
保
障
の
交

差
点
に
あ
っ
て
、
資
源
大
国
カ
ナ
ダ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
千
載
一
遇

の
機
会
を
提
供
す
る
。
そ
の
開
発
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
環
境
規

制
の
緩
和
、
先
住
民
の
理
解
と
支
持
が
不
可
欠
で
あ
り
、
課
題
も
多

い
。
だ
が
潜
在
力
は
大
き
く
、
日
本
企
業
の
健
闘
を
応
援
し
た
い
。

　

日
加
経
済
関
係
は
、
伝
統
的
に
は
、
農
水
産
物
・
木
材
、
資
源
な

ど
の
貿
易
、
自
動
車
関
連
の
投
資
が
主
流
だ
が
、
今
、
新
た
な
分
野

で
の
日
加
ビ
ジ
ネ
ス
が
勃
興
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ト
ル
ド
ー
首
相

が
「
カ
ナ
ダ
史
上
最
大
の
民
間
投
資
」
と
指
摘
し
た
「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
カ

ナ
ダ
」。
二
〇
二
〇
年
代
中
頃
に
も
西
海
岸
か
ら
輸
出
が
始
ま
る
が
、

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
図
を
変
え
得
る
。
水
素
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ

ア
、
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
原
子
力
発
電
、
都
市
交
通
等
々
の
グ
リ
ー
ン

経
済
関
連
の
案
件
も
あ
る
。
ト
ロ
ン
ト
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
地
域
に

は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
最
先
端
技

術
の
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
元
気

だ
。「
カ
ナ
ダ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
も
言
う
べ
き
状
況
と
い
え
る
。

一
方
で
、
最
先
端
技
術
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
事
業
化
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
日
加
協
力
の
新
し
い
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
に
期
待
し
た
い
。

岸
田
総
理
の
カ
ナ
ダ
訪
問

　

二
〇
二
三
年
一
月
、
岸
田
総
理
が
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
た
。
Ｇ
７
議

長
と
し
て
五
月
の
広
島
サ
ミ
ッ
ト
成
功
を
目
指
す
Ｇ
７
各
国
訪
問
の

一
環
だ
。
首
脳
会
談
で
は
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み

に
断
固
反
対
し
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
重
要
性
で
完
全

に
一
致
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
北
朝
鮮
・
中
国
な
ど
の
地
域
情
勢
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
安
全
保
障
を
含
む
世
界
経
済
、
経
済
安
全
保
障
、

気
候
変
動
・
保
健
・
開
発
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
、
核
軍
縮
不
拡

散
な
ど
に
つ
い
て
、
率
直
か
つ
建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ト
ル

ド
ー
首
相
は
広
島
サ
ミ
ッ
ト
成
功
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も

や
る
用
意
が
あ
り
、
全
面
的
に
協
力
す
る
と
熱
く
語
っ
た
。

　

両
首
脳
は
さ
ら
に
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
し
、
日
加
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
施
に
コ

ミ
ッ
ト
。
岸
田
総
理
は
、
日
本
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
つ
き
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
と
国
防
予
算
の
倍
増
を
含
め
て
説
明
し
、
カ
ナ
ダ

の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
を
歓
迎
す
る
旨
を
述
べ
た
。

　

経
済
関
係
で
は
「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
カ
ナ
ダ
」
を
含
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

分
野
で
の
協
力
を
確
認
。
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
・
リ
チ
ウ
ム
電

池
・
重
要
鉱
物
な
ど
に
対
す
る
日
本
企
業
の
投
資
へ
の
強
い
期
待
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
官
民
か
ら
な
る
「
チ
ー
ム
・
カ
ナ
ダ
」
の
通
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商
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
今
年
一
〇
月
の
訪
日
計
画
を
発
表
し
た
。

　

首
脳
会
談
後
に
は
、
日
加
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
百
人
余
を
招
い
た

ト
ル
ド
ー
首
相
主
催
の
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
た
。
両
首
脳
は
、
対
立

や
分
断
が
顕
在
化
し
て
い
る
国
際
社
会
を
結
束
さ
せ
る
上
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
の
関
係
強
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

岸
田
総
理
の
訪
問
は
、
現
下
の
国
際
情
勢
の
下
、
首
脳
レ
ベ
ル
で

議
論
す
べ
き
論
点
を
網
羅
し
た
。
対
外
的
に
も
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
、
両
首
脳
の
個
人
的
信
頼
関
係
も
一
段
と
深
ま
っ
た
。
今
後

の
日
加
関
係
の
一
層
の
発
展
の
礎
と
な
る
も
の
だ
。

移
民
立
国
カ
ナ
ダ
の
現
状

　

最
後
に
、移
民
を
め
ぐ
る
現
状
に
触
れ
る
。
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
家
・

国
民
を
知
る
上
で
の
本
質
だ
。
二
〇
二
一
年
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

カ
ナ
ダ
の
総
人
口
は
三
六
九
九
万
一
九
八
一
人
、
前
回
一
六
年
調
査

か
ら
約
一
八
〇
万
人
（
五
・
二
％
）
の
増
加
で
、
Ｇ
７
で
最
速
の
人

口
増
加
だ
。
増
加
分
の
七
割
が
海
外
か
ら
の
移
住
者
。
そ
し
て
、
移

民
に
関
す
る
最
新
の
世
論
調
査
（
二
二
年
九
月
）
が
示
唆
に
富
む
。

核
心
部
分
は
次
の
と
お
り
。

（
問
）
移
民
は
多
す
ぎ
る
か
？　

は
い
二
七
％
、
い
い
え
六
九
％

（
問
）
移
民
が
カ
ナ
ダ
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
？　

肯
定
的

八
五
％
、
否
定
的
一
三
％

（
問
）
カ
ナ
ダ
は
人
口
を
増
や
す
た
め
に
移
民
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
か
？　

は
い
五
八
％
、
い
い
え
三
八
％

（
問
）
カ
ナ
ダ
は
人
種
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
す
ぎ
て
い

る
か
？　

は
い
二
四
％
、
い
い
え
六
九
％

　

カ
ナ
ダ
と
米
国
は
、
英
国
植
民
地
か
ら
出
発
し
た
移
民
国
家
だ
。

米
国
は
自
由
と
民
主
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
際
社
会
を
牽
引
す

る
が
、
国
内
的
に
は
分
断
を
抱
え
国
民
は
内
向
き
だ
。
一
方
カ
ナ
ダ

は
、
多
様
性
と
包
摂
性
を
掲
げ
開
放
的
で
、
真
剣
に
イ
ン
ド
太
平
洋

を
向
き
始
め
た
。
日
本
と
し
て
学
ぶ
事
も
多
く
、
信
頼
に
足
る
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。

地
政
学
的
現
実
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
関
係
強
化
を

　

激
動
の
国
際
情
勢
の
中
で
カ
ナ
ダ
の
戦
略
的
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。
一
月
の
日
加
首
脳
共
同
会
見
で
、
岸
田
総
理
は
、「
国
際
秩
序

が
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
、
安
全
保
障
環
境
が
一
層
厳
し
く

な
っ
て
来
て
い
る
中
、
国
際
社
会
全
体
の
平
和
と
安
定
の
維
持
・
強

化
の
た
め
に
カ
ナ
ダ
と
よ
り
一
層
連
携
を
強
め
て
い
く
」
と
明
言
。

日
本
と
カ
ナ
ダ
が
協
力
と
連
携
を
一
層
強
化
し
、
良
好
だ
が
「
問
題

が
無
い
の
が
問
題
」
と
言
わ
れ
て
き
た
日
加
関
係
を
「
新
し
い
章
」

へ
進
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
二
一
世
紀
の
地
政
学
的
現
実
を
踏
ま
え
た

時
代
の
要
請
だ
と
確
信
す
る
。
●




